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ー遠賀町新庁舎落成一

花盛りの4月25日、新庁舎落成式が町内外

の来賓300余名列席のもとに行なわれ、町の

象徴としてその前途が祝福されました。

完成した新庁舎（左）テープカットをする

柴田町長、中山議長（右下）感謝状をうける

岡崎工業社長（左置

人のうこき（無能曇基）

人　　目　　9，719人　（9）

男　　　　4，625　　（15）

女　　　　5，094　　（△6）

唯群数　　2，523戸　（23）

（）内は部月此

十　十　千i　二　　　　　一　　五月のこよみ

鬱
日
　
メ
ー
デ
ー
　
白
い
羽
根

募
金

H
　
八
上
八
夜

目
　
憲
法
油
金
目

〓
　
こ
ど
も
の
日

用
　
児
謂
福
祉
遡
間

口
　
愛
鳥
週
間
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新
庁
舎
落
成
に
当
っ
て

町
長
　
柴
　
田
　
貫
　
蔵

老
人
医
療
費
無
料
化

を
可
決

多
年
の
懸
案
で
あ
り
ま
し
た
遠

賀
町
庁
舎
が
去
る
四
月
二
十
五
日

完
成
い
た
し
ま
し
て
、
五
月
一
日

か
ら
新
庁
舎
で
事
務
を
執
行
い
た

し
て
お
り
ま
す
が
、
今
後
本
庁
舎

が
行
政
セ
ン
タ
ー
と
し
て
一
万
町

民
の
活
動
の
中
核
と
な
り
、
か
つ

行
政
水
準
の
向
上
に
ヒ
益
す
る
こ

と
を
期
待
し
て
止
み
ま
せ
ん
。

本
町
は
ご
承
知
の
通
り
福
岡
、

北
九
州
両
市
を
結
ぶ
中
間
地
帯
に

あ
り
ま
し
て
近
時
両
市
を
母
体
と

す
る
都
市
圏
域
の
拡
大
に
よ
り
都

市
化
の
進
展
が
一
周
強
ま
っ
て
お

り
ま
す
が
、
こ
れ
と
並
行
し
て
生

活
環
境
の
是
正
が
強
く
望
ま
れ
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

今
後
都
市
計
画
、
農
振
計
画
の

線
引
き
に
よ
り
区
域
を
画
定
い
た

し
、
土
地
利
用
の
効
率
化
と
あ
い

ま
っ
て
名
実
共
に
北
九
州
の
住
宅

都
市
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
町
づ
く

り
を
念
願
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

そ
う
し
た
周
囲
の
客
観
酷
効
と

呼
応
し
て
本
町
庁
舎
の
改
築
が
町

勢
発
展
の
原
動
力
と
な
り
得
ま
す

こ
と
を
確
信
い
た
し
今
後
町
民
の

皆
様
方
の
ご
指
導
と
ご
協
力
を
切

に
お
願
い
申
上
げ
ま
す
。

ー
第
三
回
臨
時
町
議
会
－

老
人
医
残
数
無
料
化
に
つ
い
て
は
、

福
岡
県
は
全
国
に
先
か
け
て
昭
和
4
7
年

度
か
ら
七
〇
才
以
上
の
す
べ
て
の
老
人

に
対
す
る
医
殿
賀
を
無
料
化
に
す
る
こ

と
に
な
り
遠
賀
町
に
お
い
て
も
五
月
一

口
か
ら
、
老
人
医
横
費
を
無
料
化
に
す

る
た
め
去
る
4
月
2
1
日
臨
時
町
談
会
を

招
集
し
、
万
場
一
致
で
老
人
医
嫌
蟹
無

料
化
を
可
決
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
従
来
国
民
健
康
保

険
加
入
者
だ
け
が
対
象
で
あ
っ
た
も
の

が
、
社
会
保
険
を
は
じ
め
各
種
共
済
組

合
の
健
康
保
険
被
扶
謎
な
ど
、
す
べ
て

の
七
〇
才
以
上
の
老
人
は
無
料
で
隊
旗

を
受
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

※
く
わ
し
く
は
実
施
要
領
の
と
お
り
。

老
人
垣
寮
費
の

無
料
化
実
施
要
領

老
人
福
祉
向
上
の
た
め
、
七
〇
才
以

上
の
老
人
に
対
し
匪
赦
蟹
の
無
料
化
を

左
記
の
と
お
り
実
施
い
た
す
こ
と
に
な

h
ノ
ま
し
た
。

記

一
、
該
当
者

町
内
に
住
所
を
有
す
る
七
〇
才
以

上
の
老
人
で
、
国
民
倒
壊
保
険
加

入
者
、
又
は
社
会
保
険
及
び
各
部

健
康
保
険
共
済
組
合
等
の
健
康
保

険
に
被
扶
遜
者
と
し
て
加
入
し
て

い
る
者
。

二
、
無
料
の
方
法

④
匪
麒
証
の
交
付
を
受
け
た
者
は
、

医
嬢
証
と
保
険
証
を
病
院
に
提
示

す
る
と
、
県
内
の
病
院
で
は
、
医

療
費
を
払
わ
な
い
で
済
み
ま
す
。

㊥
暖
簾
証
の
交
付
を
受
け
て
な
い
者

は
病
院
で
医
旗
費
の
支
払
い
を
し

て
後
日
加
入
し
て
い
る
保
険
組
合

よ
り
、
医
頚
の
診
療
明
細
轟
の
写

及
び
医
感
賞
に
対
す
る
補
助
金
の

粧
明
番
を
発
行
し
て
も
ら
い
役
場

へ
提
出
す
る
、
町
よ
り
医
嬢
費
を

支
払
い
ま
す
。

三
、
実
施
年
月
日

昭
和
四
十
七
年
五
月
一
日
開
始
。

国
民
年
金
（
老
齢
、
障
害
、
母
子

）
証
書
の
提
出
に
つ
い
て

あ
な
た
が
今
年
も
怨
祉
年
金
を
う
げ

ろ
た
め
に
は
、
所
得
状
況
届
（
切
替
手

続
）
が
必
要
で
す
。

五
月
期
分
の
支
給
を
受
け
ら
れ
た
ら

左
記
期
日
迄
に
、
国
民
年
金
証
番
を
提

出
下
さ
い
。

尚
、
本
人
、
配
偶
者
お
よ
び
扶
糞
義

務
者
が
昭
和
四
十
七
年
一
月
二
日
以
降

当
町
に
転
入
の
勅
令
は
、
前
に
住
ん
で

い
た
市
町
村
が
発
行
す
る
昭
和
四
十
六

年
分
所
得
額
証
明
書
を
提
出
下
さ
い
。

昭
和
四
十
七
年
一
月
一
日
以
前
か
ら
住

ん
で
お
ら
れ
る
方
は
、
提
出
不
用
。

記

一
、
鍵
田
期
限
　
五
月
一
一
十
五
日
ま
で

二
、
提
出
場
所
　
役
場
属
性
潔
福
祉
係

児
童
福
祉
法

制

定

の

意

義

◇
戯
前
に
お
け
る
児
童
を
ま
も

め
の
法
律
は
、
少
年
保
護
法
、

虐
待
防
止
法
、
母
子
保
護
法
と
そ
れ

ぞ
れ
個
別
的
問
題
に
限
定
さ
れ
て
い

た
し
、
ど
れ
も
保
艶
政
策
を
脱
し
て

い
な
か
っ
た
。
だ
が
、
児
童
福
祉
法

は
脱
保
護
に
ふ
み
き
り
、
次
代
の
社

会
を
ほ
ほ
う
児
童
の
健
全
は
戊
技
を

は
か
る
こ
と
を
願
い
、
す
べ
て
の
児

螺
を
対
象
に
、
国
家
的
規
模
と
諦
任

に
お
い
て
行
な
わ
れ
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
お
り
、
こ
れ
は
、
わ
が
国
の

見
違
禰
祉
の
理
念
に
胡
栃
的
な
憑
義

を
も
た
ら
せ
た
。

◇
「
子
ど
も
と
社
会
」
と
い
う
副
題

で
出
さ
れ
た
昭
和
四
十
六
年
倣
厚
生

「
急
激
な
社
会
変
動
の
な
か

で
、
児
誰
は
不
安
定
な
状
態
に
お
か

れ
て
い
ろ
。
鍵
全
な
成
長
を
そ
こ
な

っ
危
険
は
増
大
し
っ
つ
あ
る
」
と
述

べ
て
い
る
。

◇
児
遼
福
祉
法
に
よ
っ
て
児
董
行
政

の
対
象
が
す
べ
て
の
児
虚
へ
と
拡
大

し
た
こ
と
は
よ
ろ
こ
ば
し
い
が
、
い

っ
ほ
う
子
ど
も
の
受
難
の
実
博
も
弦

大
し
て
お
り
、
い
っ
そ
う
深
刻
と
な

り
つ
つ
あ
る
。

◇
い
く
ら
法
律
が
あ
っ
た
と
し
て

も
、
国
民
の
不
断
の
努
力
が
と
も
な

わ
ね
は
、
画
幅
の
餅
に
過
ぎ
な
い
。

子
ど
も
を
ま
も
り
育
て
る
た
め
に
、

家
庭
、
地
域
社
会
、
地
方
自
治
体
、

と
う
す

る
こ
と
が
、
今
日
の
急
務
で
あ
る
こ

と
は
明
白
で
あ
る
。
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め
忘
れ
　
の

国
民
年
金
保
険
料
は
6
月
5
0
日
ま
で

国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
き
め
ら
れ

た
納
期
限
の
翌
日
か
ら
二
年
を
過
ぎ
る

と
、
時
効
に
よ
っ
て
納
め
ら
れ
な
く
な

り
、
将
来
年
金
を
受
け
る
と
き
に
大
変

不
利
に
な
る
ば
か
り
で
な
く
、
年
金

が
受
け
ら
れ
な
く
な
る
場
合
も
あ
り
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
に
な
ら
な
い
よ

う
今
年
の
六
月
三
十
日
ま
で
は
、
時
効

で
納
め
ら
れ
な
く
な
っ
た
期
間
の
保
険

料
（
一
カ
月
四
五
〇
円
）
を
特
別
に
、

納
め
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

※
国
民
年
金
の
老
令
年
金
は
、
破
低
2
5

年
納
め
な
い
と
、
年
金
が
受
け
ら
れ

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
こ
の
2
5
年
は
年

令
に
応
じ
て
1
0
年
か
ら
幼
年
に
短
縮

さ
れ
て
、
最
低
、
そ
の
期
聞
納
め
れ

ば
年
金
が
受
け
ら
れ
る
し
く
み
に
な

っ
て
い
ま
す
。
現
在
、
納
付
期
間
か

た
ら
な
い
人
ま
た
は
未
加
入
の
人
は

未
納
ま
た
は
未
加
入
の
ま
ま
6
月
約

日
を
過
ぎ
る
と
一
生
年
金
が
受
け
ら

れ
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

6
月
5
0
日
ま
で
に
6
5
才
に
な
る
蘭
日

ま
で
に
こ
れ
を
納
め
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

※
上
の
表
は
爛
和
4
7
年
4
月
1
日
の
減

年
令
に
応
じ
た
受
給
に
必
要
な
蚊
低

納
付
年
数
㈱
今
後
納
め
ら
れ
る
年
数

㈹
今
ま
で
納
付
す
べ
き
撮
低
必
要
年

数
C
㈹
－
㊥
を
あ
ら
わ
し
た
も
の
で

す。
※
（
例
）
大
正
4
・
4
・
2
生
（
5
7
才
）

の
人
の
場
合
、
最
低
1
0
年
間
㈱
は
保

険
料
を
納
め
な
け
れ
ば
年
金
が
う
け

ら
れ
ま
せ
ん
が
0
0
才
ま
で
に
あ
と
3

年
㈹
し
か
納
付
期
間
が
な
い
の
で
、

今
ま
で
に
最
低
7
年
㈲
は
納
め
な
い

と
、
一
生
年
金
が
う
け
ら
れ
な
い
こ

と
に
な
り
ま
す
。

※
く
わ
し
い
こ
と
は
役
場
厚
生
課
福
祉

係
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

昭
和
4
7
年
度
の

新
役
員
が
決
り
ま
し
た

昭
和
4
7
年
度
の
区
度
、
性
能
組
合
長
、
地
区
公
民
館
技
、
婦
人
会
支
部
長
が

左
記
の
と
お
り
決
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

愛
の
献
血
に

御
協
力
下
さ
い

献
血
日
　
　
五
月
一
二
十
一
日

時
　
間
　
　
午
前
十
時
～
四
時

場
　
所
　
　
町
公
民
館
水
－
ル
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富醇偽眠覇戯
このマーク

回国
瀾所・駐噺のマークです
道に、このマークの案内板があったら

矢印の方向（こ派出所、駐在所がありきt

㊨福　岡　県　警　寮

今
月
の
税
金
！
§
～
…
…
善
…
…
…
善
　
i
i
j

）

国

民

健

康

保

険

税

納
期
限

舘

－

細

分

五

月

三

十

一

日

に
書
面
‥
閥
し
ま
し
ょ
う
i
－
…

－
5
月
1
5
日
午
後
は
　
－

役
場
事
務
を

休
業
し
ま
す

調
遠
賀
郡
消
防
署
が
　
－

調
　
　
　
移
転
し
ま
し
た
　
肌

”
”
”
i
t
．
，
〝
，
，
，
，
″
■
＝
〝
，
，
，
，
，
，
9
，
，
，
9
，
，
．
，
，
9
．
．
●
，
，
，
き
●
″
i
！
．
●
8
．
一

か
ね
て
建
設
中
で
あ
り
ま
し
た
遠
賀

那
消
防
署
新
庁
舎
が
竣
工
し
ま
し
た
の

で
四
月
二
十
四
日
か
ら
左
諒
新
庁
舎
で

薬
務
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

記

一
、
所
在
地
　
遠
賀
町
広
陵
〓
ハ
三
九

一
、
通
称
名
　
遠
賀
郡
消
防
署

一
、
火
災
、
救
急
館
話
一
一
九
番

※
今
ま
で
は
一
一
九
番
に
戴
猪
さ
れ

る
と
遠
賀
町
役
場
に
通
じ
て
い
ま

し
た
が
、
今
度
か
ら
は
遠
賀
郡
消

防
署
に
甫
接
通
じ
ま
す
。

一
、
一
般
語
話
（
謡
務
連
絡
用
）

⑧
一
二
三
一
番

⑧
一
二
三
二
番

特
設
人
権
法
律

相
談
所
開
設

相
談
日
　
五
月
二
十
三
日
（
火
）

時
　
間
　
午
後
一
時
～
四
時

場
∴
所
　
町
公
民
館
（
広
間
）

受
付
内
容
　
生
活
苦
、
仕
巾
、
家
挺

教
育
、
児
産
、
そ
の
他
生

活
上
の
諸
問
題

五
月
十
五
日
は
、
沖
縄
が
日
本
に
復

帰
す
る
記
念
す
べ
き
日
で
あ
り
、
園
に

お
い
て
は
東
京
都
と
那
頬
市
に
お
い
て

記
念
式
典
を
行
な
い
国
民
あ
げ
て
こ
れ

を
祝
福
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

従
っ
て
各
地
方
公
共
団
体
や
学
校
も
そ

の
趣
旨
に
そ
っ
て
年
後
は
休
日
と
な
っ

て
い
ま
す
の
で
お
し
ら
せ
し
ま
す
。

＼

香
典
返
し
お
礼

次
の
力
か
ら
遠
賀
剛
社
会
福
祉
協
機

会
に
ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
謎

上
を
借
り
て
披
露
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
と
共
に
、
み
仏
の
こ
冥
福
を
お
祈
り

し
ま
す
。

記

一
、
金
一
封

故
加
藤
キ
ヨ
様
　
今
古
賀
　
加
藤
行
雄

故
苫
田
キ
ワ
桜
　
千
代
丸
　
吉
田
　
晃

今
年
は
窓
法
が
施
行
さ
れ
て
瀾
二
十

五
年
に
当
り
ま
す
の
で
、
こ
の
記
念
行

密
の
一
環
と
し
て
特
設
人
権
法
律
相
談

所
が
開
設
さ
れ
ま
す
の
で
、
人
権
問
題

で
お
困
り
の
方
は
御
相
談
に
お
出
で
く

だ
さ
い
。

譲

二
日
時
　
五
月
十
七
日
（
水
曜
日
）

十
時
～
十
五
時

二
、
場
所
。
遠
雷
町
役
場
（
新
庁
舎
）

三
、
相
談
担
当
者

福
岡
法
務
局
北
九
州
支
局
職
員

地
元
人
権
擁
護
委
員

柴
田
　
　
閲

篠
田
　
　
醇

県
立
療
養
所
遠
賀
病
院
の

名
称
が
変
わ
り
ま
し
た

福
岡
県
条
例
の
一
都
改
正
に
よ
り
、

福
岡
県
立
頼
糞
所
遠
賀
病
院
は
、
四
月

一
日
か
ら
、
そ
の
名
称
が
改
ら
た
め
ら

れ
る
と
と
も
に
、
肉
容
も
更
に
充
実
さ

れ
、
診
採
科
目
も
新
た
に
、
消
化
器
科

と
循
環
器
科
が
増
設
さ
れ
ま
し
た
。

新
し
い
名
称
お
よ
び
診
赦
科
目
は
次

の
と
お
り
で
す
。

名
∴
∴
駄
‥
臓
詩
誌
蒜
病
院

診
撤
科
目
　
内
科
、
呼
吸
器
科

消
化
器
科
、
循
環
雑
科

外
科
、
麻
酔
科


